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　３月２日から８日にかけて福島県猪苗代町で開催された2009　FISフリースタイルス
キー世界選手権大会で、上村愛子選手がモーグル・デュアルモーグルの２冠を達成し、
日本人選手として初めて世界選手権を制覇しました。
　また、白馬村スキークラブ所属の西伸幸選手はデュアルモーグルで準優勝に輝き、
白馬高校出身の両選手はいち早くバンクーバー五輪出場が内定しました。
　モーグルだけでなく他の競技においても、バンクーバーでの白馬村出身選手の活躍
が楽しみですね。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（写真提供：猪苗代町役場）
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投
票
で
き
る
人 

　
投
票
で
き
る
人
は
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
次
の
人
で
す
。

○
年
　
　
齢
　
投
票
日
に
満
20
歳
以
上
の
人

（
平
成
元
年
４
月
27
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
）

○
住
　
　
所
　
平
成
21
年
１
月
20
日
ま
で
に

白
馬
村
へ
の
転
入
届
が
済
ん
で

い
て
、
投
票
日
あ
る
い
は
期
日

前
投
票
を
し
た
日
ま
で
引
き

続
き
村
内
に
住
所
が
あ
る
人

　
投
票
時
間
な
ど 

○
投

票

日
　
４
月
26
日
（日）

○
投
票
時
間
　
午
前
７
時
か
ら 

　
　
　
　
　
　
午
後
８
時
ま
で

○
投

票

所
　
投
票
所
入
場
券
に
記
載
さ
れ

て
い
る
場
所

○
開

票

所
　
役
場
２
階
会
議
室

　
期
日
前
投
票

　
　
投
票
日
当
日
に
仕
事
や
用
務
が
あ
る
場

合
、
選
挙
期
日
前
で
あ
っ
て
も
、
選
挙
期

日
と
同
じ
手
続
き
に
よ
り
投
票
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

○
投
票
で
き
る
人 

　
　
　
　
　
　
選
挙
期
日
に
、
仕
事
や
旅
行
、

レ
ジ
ャ
ー
、
冠
婚
葬
祭
等
の

用
務
が
あ
る
な
ど
、
一
定
の

事
由
に
該
当
す
る
と
見
込
ま

れ
る
人

○
投
票
期
間
　
４
月
22
日
（水）
か
ら 

　
　
　
　
　
　
４
月
25
日
（土）
ま
で

○
投
票
時
間
　
午
前
８
時
30
分
か
ら 

　
　
　
　
　
　
午
後
８
時
ま
で

○
投
票
場
所
　
役
場
204
会
議
室

○
持

ち

物
　
投
票
所
入
場
券
を
お
持
ち
く

だ
さ
い

　
選
挙
公
報 

　
選
挙
公
報
は
４
月
22
日
（水）
に
各
世
帯
へ

郵
便
に
よ
り
発
送
い
た
し
ま
す
。

　
不
在
者
投
票 

　（
滞
在
先
の
市
区
町
村
で
の
投
票
） 

　
仕
事
先
、
旅
行
先
な
ど
で
村
外
に
滞
在
し

て
い
る
場
合
、
白
馬
村
以
外
の
市
区
町
村
選

挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

 

①
投
票
用
紙
の
請
求

　「
宣
誓
書
（
兼
請
求
書
）」
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
白
馬
村
選
挙
管
理
委
員
会
ま

で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。（
直
接
当
事
務

局
に
お
越
し
い
た
だ
き
請
求
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。）

※
選
挙
期
日
の
告
示
（
平
成
21
年
４
月
21
日
） 

　
前
で
も
受
付
し
て
い
ま
す
。

②
投
票
用
紙
受
領
後
の
注
意
点

　
告
示
日
後
に
、「
投
票
用
紙
」「
不
在
者

投
票
封
筒
（
内
・
外
）」「
不
在
者
投
票
証

明
書
」
を
郵
便
書
留
で
送
付
し
ま
す
の
で
、

受
け
取
ら
れ
ま
し
た
ら
下
記
の
期
間
（
早

急
）
に
最
寄
り
の
市
区
町
村
の
選
挙
管
理

委
員
会
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
と
き
、
先
に
投
票
用
紙
等
に
記
入

し
た
り
、「
不
在
者
投
票
証
明
書
」
を
開

封
す
る
と
無
効
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　「
投
票
用
紙
」
等
と
共
に
お
送
り
す
る

投
票
方
法
の
説
明
に
従
っ
て
投
票
し
て
く

だ
さ
い
。

③
最
寄
り
の
市
区
町
村
で
の
投
票

・
期
間
及
び
時
間 

４
月
22
日
（水）
か
ら
４
月
24
日
（金）  

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

（
場
所
、
時
間
に
つ
い
て
は
、
各
市
区
町
村

の
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。）

④
投
票
用
紙
の
返
送

　
投
票
手
続
の
済
ん
だ
投
票
用
紙
は
市
区
町

村
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
白
馬
村
へ
返
送
し

ま
す
。
こ
の
投
票
用
紙
は
、
投
票
日
当
日
、

閉
鎖
時
刻
ま
で
に
定
め
ら
れ
た
投
票
所
に
到

　任期満了に伴う白馬村議会議員一般選

挙は、４月２１日告示、４月２６日に投開票

が行われます。 

　言うまでもなく村議会議員選挙は、私

たち村民にとって最も身近な選挙です。

皆さんそろって投票しましょう。 

　また、立候補者や選挙運動員はもちろ

んのことですが、有権者一人ひとりが正

しい選挙知識を身につけ、クリーンな選

挙を実現しましょう。 

４月８日（水）　立候補予定者説明会（13:30から）

４月14日（火）　届出書類事前審査（9:00から　15日まで）

４月20日（月）　選挙人名簿登録基準日・登録日

４月21日（火）　選挙告示日、立候補届出、選挙運動開始

４月22日（水）　期日前投票開始

４月23日（木）　選挙立会人届出最終日

４月25日（土）　期日前投票最終日

４月26日（日）　選挙期日、投開票

４月27日（月）　当選証書付与 

選挙日程 
 

一般選挙
日跣です。 
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員 

着
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
郵
送
に
は
日

数
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
請
求
や
投
票
の
手

続
き
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
不
在
者
投
票 

　（
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
の
投
票
）

　
指
定
病
院
や
指
定
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
、
都

道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
不
在
者
投
票

施
設
に
指
定
し
た
施
設
や
法
令
で
定
め
ら
れ

た
施
設
（
監
獄
な
ど
）
に
入
院
・
入
所
中
で

あ
れ
ば
、
そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。
投
票
用
紙
な
ど
の
請
求
は
、
施
設
の

長
を
通
じ
て
行
い
ま
す
が
、
自
分
で
直
接
請

求
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
不
在
者
投
票
（
郵
便
等
に
よ
る
投
票
） 

　
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
方
は
、

左
表
に
該
当
す
る
場
合
、
自
宅
な
ど
で
投
票

で
き
ま
す
。

　
正
し
い
選
挙
運
動
を 

　
選
挙
運
動
が
で
き
る
の
は
、
立
候
補
の
届

出
が
受
理
さ
れ
て
か
ら
で
す
。
そ
れ
以
前
の

選
挙
運
動
は
一
切
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
公
職
選
挙
法
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
る

運
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
戸
別
訪
問

　
各
家
庭
や
会
社
な
ど
を
ま
わ
っ
て
特
定
の

候
補
者
に
投
票
す
る
よ
う
に
頼
ん
だ
り
、
選

挙
運
動
の
た
め
に
各
家
庭
に
演
説
会
の
開
催

を
知
ら
せ
た
り
、
候
補
者
の
氏
名
や
政
党
名

な
ど
を
言
い
歩
く
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
飲
食
物
の
提
供

・
選
挙
事
務
所
な
ど
で
は
、
運
動
員
に
通
常

用
い
ら
れ
る
茶
菓
子
や
限
ら
れ
た
金
額
と

数
量
の
弁
当
以
外
の
飲
食
物
を
出
す
こ
と

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
有
権
者
が
陣
中
見
舞
い
に
酒
や
ビ
ー
ル
を

選
挙
事
務
所
へ
持
っ
て
い
く
こ
と
は
違
反

に
な
り
ま
す
。

・
選
挙
事
務
所
な
ど
で
、
お
茶
代
わ
り
に
酒

や
ビ
ー
ル
を
出
す
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
買
収
供
応
・
選
挙
妨
害

・
選
挙
運
動
の
た
め
に
買
収
を
し
た
り
、
ご

馳
走
を
し
た
り
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
は
違

反
で
す
。

・
候
補
者
に
つ
い
て
の
デ
マ
を
と
ば
す
こ
と
、

候
補
者
や
選
挙
人
、
運
動
員
を
脅
し
た
り
、

演
説
や
集
会
を
妨
害
し
た
り
、
選
挙
ポ
ス

タ
ー
、
看
板
な
ど
を
破
損
し
、
運
動
を
妨

げ
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
寄
付
の
禁
止 

　
公
職
の
候
補
者
ま
た
は
公
職
の
候
補
者
に

な
ろ
う
と
す
る
者
は
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に

対
し
、
い
か
な
る
名
義
を
も
っ
て
も
寄
付
を

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

 

　
違
反
の
な
い
明
る
い
選
挙
を
実
現
し
ま
し

ょ
う
。 

※
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
投
票
す
る
た
め
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
交
付
申
請
の

際
に
は
、
下
記
の
手
帳
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
選
挙
管
理
委

員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
た
方
か

ら
の
投
票
用
紙
等
の
交
付
請
求
期
限
は
、
平
成

21
年
４
月
22
日
（水）
ま
で
と
な
り
ま
す
。

郵便等による不在者投票の対象者 

代理記載制度の対象者 
（代理人が投票用紙に記載することができる） 

傷　病　名 

両下肢・体幹・ 
移動機能の障害 

心臓・腎臓・ 
呼吸器・ぼうこう・ 
直腸・小腸の障害 

免疫の障害 

両下肢・ 
体幹の障害 

心臓・腎臓・ 
呼吸器・ぼうこう・ 
直腸・小腸の障害 

対　象　者 

介護保険の被保険者証の交付を受けている人 

傷　病　名 

上肢または 
視覚の障害 

上肢または 
視覚の障害 

対　象　者 

身体障害者手帳の 
交付を受けている人 

戦傷病者手帳の 
交付を受けている人 

対　象　者 障害の程度 

１級か２級 
 

１級から３級  
 

１級から３級 

特別項症から 
第２項症 

特別項症から 
第３項症 

障害の程度 

１級
 

 

特別項症から 
第２項症 

区　分 

要介護５ 

戦傷病者手帳の 
交付を受けている人 

身体障害者手帳の 
交付を受けている人 

白馬村議会議員 
投票日は4月26
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愛
称
が
決
ま
り
ま
し
た 

　
11
月
か
ら
１
月
に
か
け
て
白
馬
村
乗
合

タ
ク
シ
ー
の
愛
称
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、23

件
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
、
選
考
の
結
果
、

白
馬
村
深
空
の
太
田
恭
子
さ
ん
考
案
の
「
白

馬
ふ
れ
愛
号
」
に
決
定
し
ま
し
た
。
太
田

さ
ん
は
、「
譲
り
合
い
の
気
持
ち
を
持
っ
て

乗
せ
て
い
た
だ
き
、
み
ん
な
と
ふ
れ
合
え

た
ら
嬉
し
い
。」
と
の
願
い
を
込
め
て
名
付

け
た
も
の
で
、
親
し
み
を
持
っ
て
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
愛
称
で
あ
る
こ
と
か
ら
選

考
い
た
し
ま
し
た
。 

　
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
人
や
地
域
と
の
〝
出
会
い
〞
に
つ

な
が
り
、
〝
ふ
れ
愛
〞
が
生
ま
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

試
験
運
行
の
状
況 

　
昨
年
11
月
11
日
か
ら
試
験
的
に
運
行
し

て
き
ま
し
た
「
白
馬
村
乗
合
タ
ク
シ
ー
」
は
、

徐
々
に
利
用
者
が
増
加
し
て
お
り
、
運
転

開
始
後
４
ヵ
月
間
で
１
日
平
均
19.8
人
の
方
々

か
ら
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
試
験
運

行
期
間
中
、
皆

様
が
デ
マ
ン
ド

型
乗
合
タ
ク
シ

ー
に
対
し
て
ど

の
よ
う
な
評
価

を
し
て
い
る
か
、

ま
た
、
ど
の
よ

う
な
ご
要
望
を

お
持
ち
な
の
か

を
把
握
す
る
た

め
に
、
利
用
登

録
を
さ
れ
た
方
々

に
対
し
ま
し
て

ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
の

結
果
を
白
馬
村

あ
い 

あ
　
い 

４
月
１
日
か
ら
運
行
体
制
を
一
部
拡
充
し
て
本
格
運
行
を
開
始
！！
 

白
馬
村
乗
合
タ
ク
シ
ー 

身
近
な
地
域
交
通
の
実
現
に
向
け
て
④
（
最
終
回
） 

登録者数

481

510

535

545

― 

稼働日数

13

19

19

19

70

日平均乗客数 

14.6

18.4

21.8

22.8

19.8

月

11月

12月

１月

２月

計 

延べ乗客数 

190

349

415

434

1,388

白
馬
ふ
れ
愛
号 
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地
域
公
共
交
通
検
討
委
員
会
及
び
交
通
会

議
で
協
議
・
検
討
し
、
４
月
以
降
の
本
格

運
行
に
反
映
し
ま
す
。 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果 

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、「
運
転
手
の

対
応
」「
予
約
セ
ン
タ
ー
の
対
応
」「
利
用

料
金
」「
乗
車
中
の
安
全
性
」「
予
約
時
間
」

「
乗
降
の
し
や
す
さ
」「
始
発
便
の
時
刻
」「
運

行
間
隔
」
に
つ
い
て
は
、
半
数
以
上
の
方
々

か
ら
良
い
評
価
を
受
け
て
い
る
一
方
、「
運

行
日
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
良
い
と
評
価

を
す
る
意
見
の
ほ
う
が
悪
い
と
評
価
を
す

る
意
見
よ
り
は
多
い
も
の
の
44.8
％
に
留
ま

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
最
終
便
の
時
刻
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
良
い
と
評
価
す
る
意

見
は
21.9
％
に
留
ま
り
、
逆
に
悪
い
と
評
価

す
る
意
見
が
44.8
％
に
も
達
し
ま
し
た
。
ま

た
具
体
的
な
意
見
と
し
ま
し
て
は
、J
R
と

の
連
絡
を
望
む
声
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。 

   

４
月
か
ら
見
直
す
点 

①
最
終
便
の
時
刻
を
遅
く
し
ま
す 

　
試
験
運
行
期
間
中
の
最
終
便
の
時
刻
は

14
時
30
分
発
で
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
で
は
、
こ
れ
を
悪
い
と
評
価
し
て

い
る
方
々
が
多
く
、「
午
後
病
院
で
受
診
し

た
場
合
、
帰
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
な
ど

と
い
う
ご
意
見
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

試
験
運
行
の
ダ
イ
ヤ
に
も
う
１
便
追
加
し

て
15
時
40
分
発
を
最
終
と
し
ま
す
。 

②
J
R
と
の
連
絡
に
考
慮
し
ま
す 

　
本
村
の
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、

路
線
を
定
め
ず
に
個
々
の
予
約
に
応
じ
て

運
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
迎
え
の
時

間
や
到
着
時
間
の
お
約
束
が
で
き
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
列
車
の
ダ
イ
ヤ
に
連
絡
す
る

に
は
余
裕
を
持
っ
た
運
行
が
必
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。
そ
こ
で
始
発
便
の
時
刻
を
従

来
の
８
時
30
分

発
か
ら
８
時
15

分
発
に
変
更
し

ま
す
。
ま
た
、

午
後
は
大
町
方

面
か
ら
の
列
車

に
連
絡
す
る
よ

う
に
、
出
発
時

刻
を
10
分
遅
ら

せ
て
40
分
発
と

し
ま
す
。 

   

白
馬
村
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
を 

策
定
し
ま
し
た 

　
白
馬
村
で
は
、
平
成
20
年
３
月
に
白
馬

村
地
域
公
共
交
通
会
議
を
設
立
し
、
保
育

園
の
一
園
統
合
に
と
も
な
う
遠
距
離
通
園

者
の
た
め
の
「
園
児
送
迎
乗
合
タ
ク
シ
ー
」、

高
齢
者
の
〝
身
近
な
地
域
交
通
〞
と
な
る
「
デ

マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
」
の
運
行
計
画

に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て

こ
れ
ま
で
の
成
果
と
し
て
、
白
馬
村
地
域

公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
を
策
定
し
、
こ

の
た
び
国
土
交
通
大
臣
及
び
総
務
大
臣
へ

提
出
し
ま
し
た
。 

　
４
月
か
ら
は
、
こ
の
計
画
に
基
づ
く
実

証
運
行
と
し
て
運
行
を
続
け
、
皆
さ
ん
の

利
用
状
況
や
運
行
状
況
な
ど
を
検
証
し
て

い
き
ま
す
。 

             

　
４
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
し
て
き
ま
し
た
「
身

近
な
地
域
交
通
の
実
現
に
向
け
て
」
は
、

今
回
が
最
終
回
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

ご
意
見
や
ご
要
望
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
方
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
な
お
、
４
月
以
降
の
実
証
運
行
に
際
し

ま
し
て
も
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
に
な
り

ま
す
よ
う
に
皆
様
と
共
に
考
え
て
い
き
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

 

住
民
福
祉
課
福
祉
係
（
担
当
‥
田
中
克
俊
） 

地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
と
は 

　
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
は
、「
地
域

公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
き
、
市
町
村
が
主
体
と
な
っ
て

地
域
の
関
係
者
に
よ
る
協
議
会
を
設
置
し
、

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
を
総
合

的
か
つ
一
体
的
に
推
進
す
る
た
め
の
計
画
で

す
。 

　
こ
の
計
画
に
基
づ
く
取
り
組
み
に
対
し
て
、

国
か
ら
の
総
合
的
な
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

※
４
月
か
ら
の
運
行
内
容
の
詳
細
は
、
新
聞
折
り

込
み
及
び
区
長
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

※
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
は
、
白
馬
村
行
政
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。 

※
白
馬
村
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
は
、
白

馬
村
行
政
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

１便 

２便 

３便 

４便 

５便 

６便 

７便 

８便 

8:15

9:30

10:30

11:30

0:40

1:40

2:40

3:40

午　前 午　後 

４月からの時刻表 

運転手の対応

予約センターの対応

利用料金

乗車中の安全性

予約の時間

乗降のしやすさ

始発便の時刻

運行間隔

運行日

最終便の時刻 

利用者の評価 

■ 大変良い　　■ 良　い　　■ 普　通　　■ 悪　い　　■ 大変悪い　　■ 無回答 
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（％） 

40.2

34.5

28.7

24.1

24.1

26.4

12.6

10.3

12.6

5.8

43.7

42.5

43.7

44.8

44.8

33.3

39.1

41.4

32.2

16.1

13.8 2.3

2.32.3

1.21.25.7

3.5

3.5

5.7

9.2

11.5

13.8

8.016.128.7

18.4

19.5

27.6

25.3 2.3

32.2 1.2 1.2

35.6 2.3 1.2

29.9 6.9

27.6 11.5 2.3

25.3
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春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
 

始
ま
り
ま
す
 

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
 

停
止
の
お
知
ら
せ
 

ごみ処理施設建設に関する 
住民アンケート調査 結果報告  
　北アルプス広域連合と白馬村が実施主体となり、皆様のご協力をいただき20歳以上の白馬村民の皆様を対
象として実施いたしましたアンケート調査の結果についてご報告します。 

調査の概要 

結果の詳細 

男女別でみると 
男女ともに「反対」総体で半数を超し、「賛成」で男性がリードした。 

年代でみると 
20～60代で「反対」総体で半数を超し、「賛成」は高齢層で高めになった。 

職業でみると 
農林漁業のみ「賛成」総体で半数を超え、「反対」は専業主婦がトップだった。 

農林漁業 

自営業 

会社員、公務員、団体職員など 

パート、アルバイト 

専業主婦（夫） 

学生 

無職 

その他 

不明 

女　性 

男　性 

■ 賛　成　　■ どちらかといえば賛成　　■ どちらかといえば反対　　■ 反　対　　■ わからない 
0% 20%10% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

■ 賛　成　　■ どちらかといえば賛成　　■ どちらかといえば反対　　■ 反　対　　■ わからない 
0% 20%10% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

■ 賛　成　　■ どちらかといえば賛成　　■ どちらかといえば反対　　■ 反　対　　■ わからない 
0% 20%10% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代 

30歳代 

40歳代 

50歳代 

60歳代 

70歳代 

80歳以上 

回収結果 

ごみ処理施設建設に関する 
住民アンケート調査 

調査対象 
　平成20年12月１日現在、住民基本台帳法に基づく白馬村住民基本
台帳登録者及び外国人登録法に基づく白馬村外国人登録者のうち20

歳以上の者全員。

調査方法 
　調査対象者に世帯ごとアンケート調査用紙を郵送し、アンケート
の回答は本人が記入後、個別に郵送により調査機関に返送。 

調査期間 
　平成21年１月13日～２月６日 

調査対象者総数　7,496人
回　答　総　数　5,786人

（調査対象者総数に対して77.2％）

有 効 回 答 数　5,626人
（回答総数に対して97.2％）
男性 2,611人（有効回答の46.4％）
女性 2,671人（　　同　　47.5％）
不明 　344人（　　同　　 6.1％） 

　今後は、これまで皆様からいただいた様々なご意見やご提言を十分踏まえた上で、広域連合議会や関係市村と協議し、方向性
をお示ししたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

2.9%

29.4%

25.0%

28.7%

28.9%

37.2%

43.8%

38.6%

47.5%

33.4%

35.2%

28.2%

24.4%

24.5%

34.3%

15.3%

21.8%

36.8%

47.3%

40.8%

47.0%

52.6%

52.0%

42.0%

64.4%

59.3%

4.3%

7.3%

6.7%

8.2%

8.1%

5.9%

6.7%

3.4%

4.4%

8.9%

10.2%

13.7%

11.1%

11.0%

9.8%

11.8%

8.5%

10.0%

2.5%

1.8%

3.6%

5.5%

3.9%

7.8%

5.1%

8.5%

4.4%

10.4%

12.8%

14.2%

12.0%

8.5%

12.0%

10.9%

5.3%

8.2%

8.5%

7.4%

5.5%

7.1%

5.5%

48.2%

49.6%

44.7%

49.1%

46.7%

34.2%

38.0%

6.6%

4.4%

3.9%

2.6%

2.1%

2.9%

7.0%

4.2%

わからない　3.8％ 

賛　成
32.0％ 反　対

46.1％ 

どちらかといえば反対　6.8％ 

どちらかといえば 
賛成　11.3％ 

回答の内訳 

賛　成

どちらかといえば賛成

どちらかといえば反対

反　対

わからない 

5,626人

1,798人

638人

383人

2,595人

212人

160人 無効回答数 

有効回答の内訳 

有効回答数 （100％） 

32.0％

11.3％

6.8％

46.1％

3.8％ 

35.8%

29.6% 11.9% 7.8% 46.5%

11.1% 6.1% 44.0%

あなたは、広域ごみ処理施設につ
いて、現在、候補地となっている
飯森地区を建設地として、事業を
進めていくことについて、どうお
考えですか 

問 
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期
　
　
間
　
４
月
６
日
（月）
〜
15
日
（水） 

 

運
動
の
重
点 

基
　
　
本 

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止 

全
国
重
点 

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底 

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進 

・
飲
酒
運
転
の
根
絶 

・
生
活
道
路
に
お
け
る
交
通
事
故
の
防
止 

長
野
県
重
点 

・
生
活
道
路
に
お
け
る
交
通
事
故
の
防
止 

 

　
交
通
安
全
は
あ
な
た
が
主
役
で
す
。
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
安
全
な
運
転
に
心
が
け
ま
し

ょ
う
。 

 

＊
お
問
い
合
わ
せ 

　
白
馬
村
・
白
馬
村
交
通
安
全
協
会 

 

   

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
の
更
新
に
伴
い
、
３

月
24
日
（火）
　10
時
〜
15
時
ま
で
公
的
個
人
認

証
サ
ー
ビ
ス
を
停
止
い
た
し
ま
す
。 

　
電
子
証
明
書
の
発
行
・
失
効
等
の
手
続
き

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
な
お
、
パ
ス
ワ
ー
ド
変

更
・
初
期
化
・
ロ
ッ
ク
解
除
等
の
手
続
き
は

可
能
で
す
。 

 

＊
お
問
い
合
わ
せ 

　
白
馬
村
役
場
住
民
福
祉
課 

 

   

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
北
部
消
防
署
で
は
、
地

震
体
験
車
に
よ
る
防
災
講
習
会
を
行
い
ま
す
。 

　
地
震
体
験
車
は
模
擬
ハ
ウ
ス
を
人
的
に
揺

ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
地
震
を
再
現
す
る
も
の

で
、
昨
年
度
よ
り
新
型
の
車
両
が
導
入
さ
れ

て
い
ま
す
。
揺
れ
の
な
か
で
安
全
に
避
難
す

る
経
験
を
一
度
体
験
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。 

　
原
則
と
し
て
、
ご

指
定
の
場
所
へ
出
向

い
て
ご
指
導
い
た
し

ま
す
。
希
望
さ
れ
る

地
区
・
団
体
・
事
業

所
等
は
北
部
消
防
署

ま
で
ご
相
談
・
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

○
体
験
期
間 

　
平
成
21
年
４
月
13
日
（月）
か
ら 

　
平
成
21
年
４
月
22
日
（水）
ま
で 

 

○
申
込
期
間 

　
平
成
21
年
３
月
５
日
（木）
か
ら 

　
平
成
21
年
４
月
６
日
（月）
ま
で 

 

＊
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み 

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
北
部
消
防
署 

T
E
L
　

7
2
―

0
1
1
9
  

地
震
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
 

始
ま
り
ま
す

始
ま
り
ま
す
 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
 

始
ま
り
ま
す
 

      

　
国
民
健
康
保
険
の
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の

被
保
険
者
の
方
が
医
療
機
関
受
診
の
際
窓
口

で
負
担
さ
れ
る
一
部
負
担
金
の
割
合
は
、
本

年
３
月
31
日
ま
で
１
割
負
担
に
据
え
置
か
れ

平
成
21
年
４
月
か
ら
２
割
負
担
に
変
更
予
定

で
し
た
が
、
さ
ら
に
こ
の
措
置
が
１
年
延
長

さ
れ
、
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
１
割
負
担

と
な
り
ま
す
。 

　
３
月
下
旬
に
新
た
な
高
齢
受
給
者
証
を
郵

送
し
ま
す
の
で
、
４
月
か
ら
は
新
し
い
高
齢

受
給
者
証
を
ご
使
用
い
た
だ
き
、
現
在
お
持

ち
の
も
の
は
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
現
在
３
割
負
担
の
方
は
、
そ
の
ま

ま
お
手
元
の
高
齢
受
給
者
証
を
ご
使
用
く
だ

さ
い
。 

 

＊
お
問
い
合
わ
せ 

　
白
馬
村
役
場
住
民
福
祉
課
　
国
保
係 

 

国
民
健
康
保
険 

70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
の 

自
己
負
担
割
合
が
１
割
に 

据
え
置
か
れ
ま
す 

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
 

停
止
の
お
知
ら
せ

停
止
の
お
知
ら
せ
 

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
 

停
止
の
お
知
ら
せ
 

入札結果 

工　事　名 

入　札　日 

場　　　所 

落　札　者 

落札決定額 

入札参加者 

平成20年度　凍結防止剤散布機購入　業務

平成21年２月12日

白馬村

㈱辰巳商会

￥3,087,000(消費税含む)

英和㈱

㈱辰巳商会 
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水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

 

　
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
が
、
４
月
13
日
よ

り
始
ま
り
ま
す
。
４
月
よ
り
11
月
ま
で
毎

月
お
お
む
ね
15
日
〜
22
日
が
検
針
期
間
と

な
り
ま
す
。 

　
検
針
員
が
お
伺
い
し
て
検
針
を
行
っ
て

い
る
世
帯
の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
検
針

が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
ま
す
よ
う
、
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
ま
わ
り
の
確
認
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 

□
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
車
が
停
め

て
あ
っ
た
り
、
植
木
鉢
な
ど
物
が
置
い

て
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

　
検
針
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
の
で
、

移
動
を
お
願
い
し
ま
す
。 

□
犬
を
放
し
飼
い
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

　
　
出
入
口
や
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か

ら
離
れ
た
場
所
に
つ
な
い
で
お
い
て

く
だ
さ
い
。 

□
ボ
ッ
ク
ス
内
に
落
ち
葉
や
泥
水
が
た
ま

っ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

　
時
々
点
検
し
て
き
れ
い
に
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。 

□
増
改
築
な
ど
の
際
、
メ
ー
タ
ー
が
床
下

や
見
え
に
く
い
位
置
に
な
ら
な
い
よ
う

に
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。 

 

　
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
に
よ
り
、
お
客

様
の
使
用
水
量
を
決
定
し
ま
す
。
ま
た
、

検
針
時
の
異
常
な
使
用
水
量
に
よ
り
、
漏

水
発
見
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

メ
ー
タ
ー
の
指
針
を
正
し
く
読
め
る
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

  
下
水
道
の
早
期
接
続
の
お
願
い 

　
下
水
道
事
業
は
、
皆
様
の
貴
重
な
税
金

に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
公

共
下
水
道
の
本
管
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い

地
域
が
広
く
残
る
中
、
整
備
済
に
も
か
か

わ
ら
ず
接
続
率
が
低
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

環
境
保
全
が
さ
け
ば
れ
る
中
、
快
適
な
生

活
環
境
の
確
保
、
魅
力
あ
る
観
光
地
と
し

て
の
水
質
改
善
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

公
共
下
水
道
へ
接
続
で
き
る
地
域
に
お
住

ま
い
の
皆
様
の
積
極
的
な
早
期
接
続
が
必

要
で
す
。（
下
水
道
法
第
10
条
に
お
い
て
、「
供

用
開
始
地
区
に
お
い
て
は
、
遅
滞
な
く
排

水
設
備
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
） 

　
下
水
道
使
用
料
は
、
受
益
者
負
担
の
原

則
か
ら
維
持
管
理
費
・
汚
水
処
理
経
費
に

充
て
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
不
足
分
を
一

般
財
源
よ
り
補
填
し
て
い
る
状
況
で
す
。 

　
環
境
衛
生
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

公
共
下
水
道
施
設
、
ご
利
用
い
た
だ
い
て

初
め
て
そ
の
価
値
が
発
揮
で
き
ま
す
の
で
、

一
日
も
早
い
接
続
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

水
質
検
査
計
画
に
つ
い
て 
 

　
白
馬
村
で
は
、
よ
り
安
全
で
お
い
し
い

水
を
供
給
す
る
た
め
に
水
質
検
査
実
施
計

画
を
策
定
し
、
下
記
項
目
の
検
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。（
検
査
地
点
は
、
浄
水
が
水
道

蛇
口
、
原
水
が
水
源
地
取
水
施
設
で
採
水

し
ま
す
。） 

　
水
源
は
木
流
川
表
流
水
（
二
股
浄
水
場
）

と
平
川
伏
流
水
（
源
太
郎
配
水
池
）
及
び

楠
川
湧
水
（
楠
川
配
水
池
）
の
３
ヵ
所
３

種
類
の
水
源
を
取
水
し
て
い
ま
す
。 

 

①
色
、
濁
り
、
残
留
塩
素
の
検
査
を
１
日

１
回
、
７
地
区
内
の
水
道
蛇
口
で
行
い

ま
す
。 

②
大
腸
菌
ほ
か
９
項
目
の
検
査
を
１
ヵ
月

に
１
回
、
３
水
源
の
端
末
水
道
蛇
口
で

行
い
ま
す
。 

③
金
属
ほ
か
12
項
目
の
検
査
を
３
ヵ
月
に

１
回
、
水
道
蛇
口
で
行
い
ま
す
。 

④
右
記
以
外
で
、
過
去
３
年
間
の
結
果
が

基
準
値
の
５
分
の
１
以
下
で
あ
っ
た
項

目
の
場
合
は
１
年
に
１
回
、
基
準
値
の

10
分
の
１
以
下
の
場
合
は
３
年
に
１
回

に
省
略
し
て
検
査
を
行
い
ま
す
。（
29
項
目
） 

⑤
水
源
の
原
水
の
検
査
　
消
毒
副
生
成
物

を
除
い
た
37
項
目
に
つ
い
て
１
年
に
１

回
検
査
を
行
い
ま
す
。 

⑥
大
腸
菌
Ｍ
Ｐ
Ｎ
・
嫌
気
性
芽
胞
菌
に
つ

い
て
１
年
に
４
回
／
２
ヵ
所
（
源
太
郎
・

楠
川
）
検
査
を
行
い
ま
す
。 

⑦
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
１

年
に
１
回
／
１
ヵ
所
（
二
股
）
検
査
を

行
い
ま
す
。 

⑧
水
源
の
異
常
及
び
水
質
が
悪
化
し
た
場

合
や
、
そ
の
変
化
に
対
応
し
た
浄
水
処

理
を
行
う
こ
と
が
で
き
ず
、
水
質
基
準

値
を
超
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
、

直
ち
に
取
水
を
停
止
し
て
、
臨
時
の
検

査
を
行
い
ま
す
。
水
質
異
常
が
終
息
し
、

安
全
性
が
確
認
で
き
る
ま
で
行
い
ま
す
。 

 

過
去
の
検
査
結
果
と
今
後
の
監
視
内
容 

　
白
馬
村
で
は
、
過
去
の
水
質
検
査
結
果

に
お
い
て
、
す
べ
て
で
異
常
は
認
め
ら
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。 

　
浄
水
の
水
質
検
査
結
果
を
も
と
に
、
水

質
の
安
全
性
に
関
す
る
評
価
を
行
い
ま
す
。

原
水
に
関
し
て
も
同
様
の
評
価
を
行
い
、

水
質
管
理
の
指
標
と
し
ま
す
。 

　
水
源
及
び
そ
の
周
辺
の
状
況
を
監
視
す

る
と
と
も
に
水
環
境
保
全
と
汚
染
防
止
に

対
す
る
呼
び
か
け
に
努
め
安
全
で
お
い
し

い
水
を
提
供
す
る
た
め
、
水
質
検
査
計
画

と
検
査
結
果
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
、

利
用
者
の
皆
様
か
ら
ご
意
見
い
た
だ
く
と

共
に
、
過
去
の
水
質
検
査
結
果
を
考
慮
し
、

毎
年
度
、
検
査
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、

よ
り
安
心
で
き
る
水
道
を
め
ざ
し
ま
す
。 

白
馬
村
役
場
建
設
水
道
課
　
T
E
L
　

7
2
―

5
0
0
0
（
内
線
1
3
3
・
1
3
6
） 

建
設
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ 
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地域活性化事業（補助率2／3、　15万円限度）　　　防犯灯設置事業（補助率1／3、　10万円限度） 

本年度において実施した「地域づくり事業補助金」ですが、各地区で様々な事業が行われました。

取り組みをした25地区の事業内容と事業費は以下のとおりですので、参考にしてください。 

平成20年度　白馬村地域づくり事業補助金 
各地区の取組状況について 

事 業 主 体  

沢　渡　区 

エコーランド区 
 

堀 之 内 区 

佐　野　区 
 

森　上　区 
 

落　倉　区 
 

深　空　区 

白 馬 町 区 

八　方　区 

塩　島　区 

切 久 保 区 

飯　田　区 

三日市場区 

和 田 野 区 

みそら野区  

 

大　出　区 

どんぐり区 
 

内　山　区 
 

新　田　区 
 

野　平　区 

嶺　方　区 

蕨　平　区 

山　麓　区 
 

立 の 間 区 

飯　森　区 

事 業 区 分  

地域活性化事業 

地域活性化事業 

防犯灯設置事業 

地域活性化事業 

地域活性化事業 

防犯灯設置事業 

地域活性化事業
 

防犯灯設置事業 

地域活性化事業 

防犯灯設置事業 

地域活性化事業 

地域活性化事業 

地域活性化事業 

地域活性化事業 

地域活性化事業 

地域活性化事業 

地域活性化事業 

地域活性化事業 

地域活性化事業
 

 

防犯灯設置事業 

地域活性化事業 

地域活性化事業
 

 

地域活性化事業
 

 

地域活性化事業 

防犯灯設置事業 

地域活性化事業 

地域活性化事業 

地域活性化事業 

地域活性化事業
 

 

地域活性化事業 

地域活性化事業 

事 業 内 容 

歴史的資産の保存として区内15体の石仏群台座等を改修した。

エコーランド体育館前花壇改修及び花木を植栽した。

区内の防犯灯１基を新設した。

区内の県道沿に花木を植栽した。

生活改善センターの廊下張替え工事を行った。

区内の防犯灯１基を新設した。

公民館の補修等を行った。

区内の防犯灯１基を新設した。

公民館の畳取替え工事を行った。

区内の防犯灯１基を新設した。

深空神明社公園の水路橋工事を行った。

国道148号歩道に花植えプランターを14組設置した。

区内２箇所の花壇づくりと大型プランター53個の花植えを行った。

区の奉燈献架台の改修を行った。

区内空地及び花壇に花木を植栽した。

犬川沿に設置した花壇の補修と肥料入れを行った。

サンサンパーク周辺、神明社周辺に花木を植栽した。

区内の村道沿全区間に花を植栽した。

区内主要幹線道路沿にプランターの花苗設置と平川河川敷に桜の苗
木を植樹した。

区内の防犯灯１基を改修した。

大出公園、国道406号沿及び区内の空地に花木を植栽した。

区内にカンアオイ、芝桜及びカタクリの植栽及び地区入口に一年草
350株をプランターに植えた。

スノーハープ付近のゲンジボタル保護、カワニナ繁殖環境整備とし
ての水量調整工事を行った。

区内にアジサイ、パンジー、ベゴニアを植栽した。

区内に防犯灯２基を新設した。

区のお祭り用提灯を７個購入した。

林道終点付近の展望台付近にアジサイを植栽した。

蕨平橋周辺にツツジを植栽した。

木製樽に山野草を植え、併せて子供会によるネームプレート付けの
ネイチャーワーク事業も兼ねて設置した。

区内テレビ共聴施設の同軸ケーブルを張替えた。

飯森神社境内に、カタクリ、福寿草を植栽した。 

【順不同】 

 

404,250

296,830

192,150

261,142

432,547

71,872

172,645

126,000

168,000

64,050

300,000

373,086

172,500

458,850

225,380

276,070

235,460

235,000

202,866

78,750

214,717

250,962

280,245

248,000

123,900

261,207

113,675

276,300

91,740

144,900

31,500

事業費（円） 
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狂
犬
病
の
集
合
注
射
を
左
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
狂
犬
病
予
防
接
種
は
法
に

よ
り
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
毎
年
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
注
射
料
金
3，
2
2
0
円
、
新
規
登
録
料
金
3，
0
0
0
円
と
な
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
届
け
ら
れ
る
ハ
ガ
キ
と
、
現
金
を
持
参
の
上
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

                       

＊
お
問
い
合
わ
せ
　
白
馬
村
役
場
　
環
境
課 

　　　　会　　場 

深空基幹センター 

エコーランド体育館前 

八方文化会館前 

落倉公民館前 

新田公民館前 

信濃森上駅前 

白馬村役場前 

佐野生活改善センター前 

堀之内公民館前 

神城多目的集会施設前 

飯森公民館前 

白馬村役場前 

佐野生活改善センター前 

堀之内公民館前 

神城多目的集会施設 

飯森公民館前 

エコーランド体育館前 

八方文化会館前 

新田公民館前 

信濃森上駅前 

白馬村役場前 

　　　時　　間 

午前９：00～９：10

午前９：20～９：50

午前10：00～10：20

午前10：30～10：40

午前10：50～11：10

午前11：20～11：30

午前11：40～12：00

午前９：30～９：50

午前10：00～10：10

午前10：20～10：40

午前10：50～11：10

午前11：20～11：50

午前９：00～９：10

午前９：20～９：30

午前９：40～９：50

午前10：00～10：10

午前10：20～10：30

午前10：40～10：50

午前11：00～11：10

午前11：20～11：30

午前11：40～12：00

日　　程 

 

 

 

４／16（木）

４／17（金）

５／19（火）

     

　
最
近
、「
食
農
教
育
」
だ
と
か
「
地

産
地
消
」
な
ん
て
言
葉
を
よ
く
耳
に

し
ま
す
よ
ね
？ 

　
今
、「
食
」
や
「
農
」
へ
の
関
心
が

と
て
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
白
馬

地
場
産
推
進
会
で
は
「
地
元
の
子
ど

も
た
ち
に
安
心
・
安
全
で
新
鮮
な
地

場
野
菜
を
食
べ
て
も
ら
い
た
い
…
」

そ
ん
な
思
い
か
ら
学
校
給
食
へ
野
菜

を
提
供
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
会
員
各
自
の
家
庭
で
採
れ
た
野
菜

を
提
供
し
た
り
、「
ふ
れ
あ
い
農
場
（
沢

渡
地
区
）」
の
畑
で
学
校
給
食
用
に
野

菜
を
作
っ
て
提
供
し
て
い
ま
す
が
、

で
き
れ
ば
数
量
や
品
目
を
も
っ
と
充

実
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
協
力
が
で
き
る
方
、
活
動
に
興
味

の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

 

○
ご
家
庭
で
野
菜
を
作
っ
て
い
る
方
で
、

提
供
し
て
も
良
い
野
菜
が
あ
る
方 

　
献
立
等
の
状
況
に
よ
り
提
供
す
る

野
菜
が
決
ま
り
ま
す
が
、
毎
年
じ
ゃ

が
い
も
や
玉
葱
を
た
く
さ
ん
作
っ
て

い
る
、
夏
野
菜
な
ら
提
供
で
き
る
等
、

年
間
の
作
付
け
の
中
で
提
供
で
き
そ

う
な
野
菜
が
あ
る
方
。
ま
た
、
新
た

に
作
付
け
し
て
い
た
だ
け
る
方
。 

 

○
ふ
れ
あ
い
農
場
で
の
野
菜
づ
く
り
や

収
穫
等
の
作
業
に
協
力
が
で
き
る
方 

　
ご
家
庭
で
野
菜

を
作
っ
て
い
な
い

方
で
も
結
構
で
す
。

皆
で
わ
い
わ
い
や

る
作
業
は
楽
し
い

も
の
で
す
よ
。
お

子
さ
ん
と
一
緒
に

土
に
親
し
ん
で
み
た
い
と
い
う
若
い

お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
、
グ
ル
ー
プ

で
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。
指
導
者

も
い
ま
す
よ
。 

 

　
多
く
の
方
か
ら
の
ご
連
絡
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。 

 

＊
お
問
い
合
わ
せ 

　
白
馬
地
場
産
推
進
会
事
務
局 

　
白
馬
村
役
場
　
観
光
農
政
課 

T
E
L
　
7
2
―

5
0
0
0
 

（
内
線
1
4
1
） 

F
A
X
　
7
2
―

7
0
0
1
  

平
成
21
年
度
　
狂
犬
病
予
防
注
射
の
日
程 
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こ
た
つ
の
お
供
の
隠
れ
た
力 

の
小
部
屋 

   
　
今
年
の
冬
は
雪
が
少
な
く
、
２
月
か

ら
雨
が
降
っ
た
り
春
の
よ
う
な
暖
か
い

日
が
続
い
た
り
と
、
早
く
か
ら
春
を
感

じ
さ
せ
る
毎
日
で
し
た
が
、
い
く
ら
暖

か
い
と
は
言
っ
て
も
こ
た
つ
か
ら
は
な

か
な
か
離
れ
ら
れ
な
い
、
そ
ん
な
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ

で
今
回
は
こ
た
つ
で
食
べ
る
冬
の
定
番
、

み
か
ん
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。 

　
み
か
ん
の
皮
を
む
く
と
爪
が
橙
色
に

な
っ
た
り
、
み
か
ん
を
食
べ
過
ぎ
る
と

肌
が
み
か
ん
色
に
な
る
、
と
い
っ
た
話

も
あ
り
ま
す
が
、
み
か
ん
に
は
橙
色
の

も
と
、
β
―

カ
ロ
テ
ン
が
豊
富
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
の

も
と
に
な
る
も
の
で
、
以
前
に
も
風
邪

予
防
に
効
果
が
あ
る
と
ご
紹
介
し
た
か

ぼ
ち
ゃ
や
、
同
じ
橙
色
の
野
菜
ニ
ン
ジ

ン
に
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

み
か
ん
の
皮
は
、
湯
豆
腐
な
ど
の
薬
味

に
使
っ
た
り
、
七
味
唐
辛
子
の
中
に
も

「
陳
皮
（
ち
ん
ぴ
）」
と
い
う
名
前
で
含

ま
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
よ
う
に
、
柑

橘
類
の
香
り
は
と
て
も
豊
か
で
す
よ
ね
。 

　
冬
に
食
べ
る
み
か
ん
と
言
え
ば
、
こ

た
つ
で
皮
を
む
い
て
食
べ
る
み
か
ん
が

多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
フ
ル
ー
ツ
ポ

ン
チ
や
サ
ラ
ダ
な
ど
に
入
れ
る
と
き
に

よ
く
使
う
み
か
ん
は
、
手
軽
に
使
え
る

み
か
ん
の
缶
詰
で
す
よ
ね
。
皮
を
む
か

ず
に
手
軽
に
食
べ
ら
れ
る
み
か
ん
缶
、

で
も
ひ
と
房
ひ
と
房
を
覆
っ
て
い
る
あ

の
薄
皮
は
ど
う
や
っ
て
む
い
て
い
る
の
？

と
疑
問
に
思
わ
れ
た
方
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
実
は
パ
ー
ト
の
お

ば
さ
ん
が
コ
ツ
コ
ツ
と
む
い
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
酸
と
ア
ル
カ
リ
の
液
に

浸
け
る
こ
と
で
皮
を
溶
か
し
、
そ
れ
を

水
洗
い
す
る
こ
と
で
あ
の
き
れ
い
な
み

か
ん
の
粒
に
し
て
製
品
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
み
か
ん
の
加
工
に
つ
い
て
は
私
も

大
学
時
代
に
実
習
を
行
い
ま
し
た
が
、

き
れ
い
に
む
け
た
み
か
ん
を
前
に
、
つ

い
さ
っ
き
ま
で
薬
品
を
使
っ
て
処
理
を

し
て
い
た
光
景
が
頭
を
よ
ぎ
り
、
お
そ

る
お
そ
る
手
を
伸
ば
し
た
記
憶
が
あ
り

ま
す
。
で
す
が
実
際
処
理
に
使
用
し
て

い
る
酸
や
ア
ル
カ
リ
溶
液
は
、
食
品
衛

生
法
で
食
品
添
加
物
と
し
て
指
定
さ
れ

て
い
る
純
度
の
高
い
も
の
で
、
処
理
の

後
に
は
し
っ
か
り
水
洗
い
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、
製
品
に
は
移
行
、
残
存
し
な

い
こ
と
が
条
件
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
ご
安
心
し
て
お
召
し
上
が
り

く
だ
さ
い
ね
。 

　
こ
の
他
に
も
み
か
ん
に
含
ま
れ
た
成

分
を
使
っ
た
食
品
加
工
と
し
て
、
細
胞

を
覆
っ
て
い
る
細
胞
壁
に
含
ま
れ
、
水

に
溶
け
る
食
物
繊
維
で
あ
る
「
ペ
ク
チ

ン
」
を
使
っ
た
ゼ
リ
ー
や
ジ
ャ
ム
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
ペ
ク
チ
ン
は
、
糖

と
酸
と
一
緒
に
な
る
こ
と
で
ジ
ャ
ム
の

よ
う
に
ド
ロ
っ
と
し
た
状
態
に
な
る
ほ

か
、
牛
乳
な
ど
に
含
ま
れ
る
カ
ル
シ
ウ

ム
と
も
同
じ
よ
う
に
ゲ
ル
化
す
る
た
め
、

こ
の
性
質
を
活
か
し
、
牛
乳
と
混
ぜ
る

だ
け
で
簡
単
に
で
き
る
ヨ
ー
グ
ル
ト
風

の
デ
ザ
ー
ト
も
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
回
の
み
か
ん
に
限
ら
ず
、
普
段
何

気
な
く
食
べ
て
い
る
も
の
に
は
、
私
達

が
知
ら
な
い
栄
養
や
成
分
、
機
能
な
ど

秘
め
た
力
が
た
く
さ
ん
隠
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
手
放
せ
な
い
こ
た
つ
に

入
っ
て
、
ま
あ
る
い
お
供
を
食
べ
な
が

ら
、
家
族
み
ん
な
で
お
い
し
く
楽
し
く
、

春
に
向
け
体
も
心
も
し
っ
か
り
充
電
し

て
お
き
た
い
で
す
ね
。 

 

ゆずります 
 

○登録状況は本誌及び白馬村行政ＨＰでお知らせしていきます。
掲載されたものを譲ってほしい方、譲りたい方は総務課へご連
絡ください。 

○みなさんの、譲りたい物、譲ってほしい物を登録し、物を大切
にする心を育みながら、資源の節約・ごみの減量に取り組みま
しょう。 

登録状況（３月10日現在） 

・ステンレス蒸し器 
（メーカー不明、説明書無、平成19年に40,000円で購入し、１度だけ使用） 

 ［希望価格：20,000円］ 

総務課消費者行政担当　http://www.vill.hakuba.nagano.jp 
　　　　　　　　　　　somu@vill.hakuba.nagano.jp

ゆずってください 
 ・チャイルドシート 
（メーカー不問、０歳児から使用可能なもの） ［希望価格：応相談］ 
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35.8倍

5.8倍5.1倍
１倍

特定健診 
住民福祉課　国保係 

Vol.6白 馬 村 の 健 康  

そもそもメタボリックシンドロームとは？ 

氷山の一角 

内臓脂肪の減少により、 
高血糖、高血圧、脂質異常がともに改善 

個々のクスリで、１つの山だけ削っても、 
他の疾患は改善されていない。 

運動習慣の徹底 
食生活の改善 

禁煙 

内臓脂肪型肥満 

高血糖 高血圧 脂質異常 

高血糖 高血圧 脂質異常 

　糖尿病などの生活習慣病は、それぞれの病気が別々

に進行するのではなく、おなかの内臓のまわりに脂

肪が蓄積した内臓脂肪型肥満が大きくかかわるもの

であることがわかってきました。 

　内臓脂肪型肥満に加えて、高血糖、高血圧、脂質

異常(高中性脂肪・低HDL)のうちいずれか２つ以上

をあわせもった状態を、メタボリックシンドローム（内

臓脂肪症候群）といいます。 

　メタボリックシンドロームは、内臓脂肪型肥満を

水面下の大きな氷とした１つの氷山から、水面上に

高血糖、高血圧、脂質異常のそれぞれの山が出てい

るようなもの！氷山全体を小さくすることが肝心です。 

　メタボリックシンドロームによって引き起こされ

る病気の発症の危険性は、危険因子の数と大きくか

かわっており、危険因子の数が多くなるほど危険度

は高まります。例えば心臓病の場合、危険因子がな

い人の危険度を１とすると、危険因子を１つもって

いる場合は5.1倍、２つもっている場合は5.8倍、３

～４個もっている場合では危険度は急激に上昇し、

なんと35.8倍にもなります。 

　日本人の三大死因は、がん、心臓病、脳卒中ですが、

そのうち心臓病と脳卒中は、動脈硬化が要因となる

病気です。メタボリックシンドロームを構成するの

は「内臓脂肪」「脂質異常」「高血圧」「高血糖」の

４つの危険因子です。１つ１つの要素は軽度でも、

これらが重なると動脈硬化を強く進行させ、ひいて

は心臓病や脳卒中といった命にかかわる病気を急速

に招きます。 

メタボリックシンドロームとは？ なんで怖いの？メタボリックシンドローム 
 

今回は、特定健診が着目している、「メタボリックシ
ンドローム」について説明したいと思います。 

0

10

20

30

心疾患の発症危険度 

危険因子の保有数

0 1 2 3～4

35.8倍

5.8倍5.1倍
１倍１倍

35.8倍

5.8倍5.1倍
１倍

危険因子が重なるほど 
心臓病等の発症の危険性が 

高まります 
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境界領域 

危　険 

あなたは大丈夫？チェックしてみましょう 
メタボリックシンドロームの診断基準となる４つの項目の数値をチェックしましょう。 

メタボリックシンドロームの診断基準 

男性　85㎝以上
女性　90㎝以上 

（男女ともに、腹部CT検査の内臓脂肪面積が100㎝2以上に相当） 

メタボリックシンドロームを予防しようhttp://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/metabo02/index.html 
参考資料編http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/metabo02/other/siryou/index.html 
＊お問い合わせ　住民福祉課　TEL　72―5000（内線162・163)

35.8倍

5.8倍5.1倍
１倍

□　脂質異常 

□　高 血 圧  

□　高 血 糖  空腹時血糖 

腹囲（へそ周り） □　内臓脂肪の蓄積 

内臓脂肪の蓄積をチェックします。 

メタボリックシンドロームでは、過剰な中性脂肪の増加とHDLコレステロールの減少が問題となります。 

110㎎／dl以上 

150㎎／dl以上 
40㎎／dl未満 

のいずれか、または両方 

130㎜Hg以上 
85㎜Hg以上 

のいずれかまたは両方 

中性脂肪 
HDLコレステロール 

最高（収縮期）血圧 
最低（拡張期）血圧 

高血圧症と診断される「最高(収縮期)血圧140㎜Hg以上／最低(拡張期)血圧90㎜Hg以上」より低めの数値がメタボ
リックシンドロームの診断基準となっています 

糖尿病と診断される「空腹時血糖値126㎎／dl以上」より低めの数値で、「境界型」に分類される糖尿病の一歩手前
がメタボリックシンドロームの診断基準となっています。 

出典：厚生労働省 

あなたはどのへんにいますか？生活習慣病川 
　レベル４は動脈硬化が引き起こす病気です。動脈硬化

までいってしまうと、元の血管の状態には戻れません。

レベル２のメタボリックシンドロームは「このままの不

健康な生活習慣を続けると近い将来生活習慣病になる」「動

脈硬化を促進させる危険な」段階です。 

　レベル２で気づき、生活習慣を見直すことができれば

健康な状態に戻ることができ、維持につながります。 

生活習慣病のイメージ 

レベル3　生活習慣病 
○肥満症（特に内臓脂肪型肥満）　 
○糖尿病　○高血圧症　○高脂血症 

レベル1　不健康な生活習慣 
○不適切な食生活（エネルギー・食塩・脂肪の過剰等） 
○身体活動・運動不足　○喫煙　○過度の飲酒　○過度のストレス 

レベル2　メタボリックシンドローム 
○肥満　○高血糖　○高血圧　○高脂血 

レベル4　動脈硬化が引き起こす病気 
○虚血性心疾患（心筋梗塞・狭心症等） 
○脳卒中（脳出血・脳梗塞等） 
○糖尿病の合併症（失明・人工透析等） 

レベル5　重度の後遺症が残った状態 
○半身の麻痺　○日常生活における支障　○認知症 
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Happy Smile
～歯の健康～ ハッピースマイル 

む
し
歯
を
知
ろ
う
　
第
３
回 

む
し
歯
を
放
置
す
る
と 

　
む
し
歯
に
つ
い
て
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
の

３
回
目
で
す
。 

　
む
し
歯
を
治
さ
ず
に
放
置
す
る
と
細
菌
が
む

し
歯
の
穴
か
ら
歯
の
中
に
侵
入
し
感
染
を
起
こ

し
ま
す
。
こ
の
た
め
歯
髄
が
炎
症
を
起
こ
し
、

初
期
に
は
冷
た
い
物
で
痛
み
を
起
こ
し
ま
す
が
、

炎
症
が
歯
髄
全
体
に
広
が
る
に
つ
れ
て
熱
い
物
が
し
み
た
り
、
ズ
キ
ズ
キ
痛
ん
だ

り
、
噛
む
と
痛
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
放
置
す
れ
ば
細
菌
は
根
の
外
に
出
て

骨
が
感
染
し
、
根
の
先
に
膿
が
た
ま
り
膿
瘍
が
で
き
て
歯
肉
が
腫
れ
て
熱
が
出
た
り

す
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。 

　
ま
た
、
乳
歯
の
む
し
歯
を
放
置
す
る
と
後
か
ら
生
え
て
く
る
永
久
歯
の
表
面
の
エ

ナ
メ
ル
質
が
変
形
し
た
り
、
正
し
い
生
え
変
わ
り
に
障
害
を
き
た
し
、
正
し
い
位
置

に
永
久
歯
が
生
え
ず
、
歯
列
不
正
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

よ
く
噛
め
な
い
た
め
に
偏
食
・

食
欲
不
振
な
ど
か
ら
栄
養
不
良

に
つ
な
が
り
、
そ
の
こ
と
は
成

長
期
で
あ
る
だ
け
に
思
わ
ぬ
障

害
を
起
こ
し
か
ね
ま
せ
ん
。
乳

歯
の
む
し
歯
と
い
え
ど
も
お
ろ

そ
か
に
せ
ず
、
早
め
の
治
療
が

大
切
で
す
。「
た
か
が
乳
歯
の

む
し
歯
」
な
ど
と
考
え
て
は
い

け
ま
せ
ん
。 

 

次
回
は
「
む
し
歯
の
予
防
」
で
す 

（
提
供
　
長
野
県
歯
科
医
師
会
） 

 が
ん
ば
ら
な
い
介
護
生
活
 

し
て
い
ま
す
か
？
 

　
「
が
ん
ば
ら
な
い
介
護
生
活
」
は
、

介
護
す
る
側
に
も
さ
れ
る
側
に
も
、
過

度
の
負
担
の
な
い
、
優
し
い
ケ
ア
の
考

え
方
で
す
。
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
で
、

社
会
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
上
手
に
利
用
し

て
、
精
神
的
に
ゆ
と
り
の
あ
る
介
護
を
…
 

 が
ん
ば
ら
な
い
介
護
生
活
 

５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
 

 ①
一
人
で
介
護
を
背
負
い
込
ま
な
い
。 

②
積
極
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
。 

③
現
状
を
認
識
し
、
受
容
す
る
。 

④
介
護
さ
れ
る
側
の
気
持
ち
を
理
解
し

尊
重
す
る
。 

⑤
で
き
る
だ
け
楽
な
介
護
の
や
り
方
を

考
え
る
。 

　
ち
ょ
っ
ぴ
り
肩
の
力
を
抜
い
て
み
ま

し
ょ
う
。
ス
ト
レ
ス
が
多
い
と
思
っ
た

と
き
こ
そ
、
自
分
自
身
を
ね
ぎ
ら
っ
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。 

 お
し
ゃ
れ
し
て
い
ま
す
か
？
 

　
家
に
ば
か
り
い
る
と
、
他
人
の
目
を

気
に
す
る
こ
と
も
な
い
せ
い
か
、
毎
日

の
洗
顔
や
整
髪
、
衣
服
の
着
替
え
な
ど

無
頓
着
に
な
り
が
ち
で
す
。
要
介
護
者

だ
け
で
な
く
、
介
護
者
も
無
頓
着
に
な

っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
こ
う

し
た
環
境
が
閉
じ
こ
も
り
や
家
族
以
外

と
会
う
の
を
拒
む
よ
う
な
気
持
ち
に
な

る
の
か
も
。
要
介
護
者
が
身
だ
し
な
み

に
気
づ
か
い
た
く
な
る
よ
う
な
状
況
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

・
他
人
に
訪
問
し
て
も
ら
う
…
他
人
が

訪
れ
て
も
恥
ず
か
し
く
な
い
部
屋
作

り
を
 

・
外
出
し
た
い
気
持
ち
に
さ
せ
る
…
本

人
の
好
み
の
洋
服
を
買
っ
て
き
た
り
、

お
化
粧
す
る
の
も
。
出
張
の
理
・
美

容
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
し
て
み
て
も
。 

・
車
椅
子
や
歩
行
補
助
具
を
使
っ
て
遠

出
を
…
お
し
ゃ
れ
な
福
祉
用
具
も
た

く
さ
ん
出
て
い
ま
す
。
お
天
気
の
良

い
日
は
遠
出
す
る
の
も
。 

 　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高

齢
者
の
皆
様
の
介
護
、
権
利
擁
護
の
ご

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。 

 ＊
白
馬
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
 

（
役
場
1
階
住
民
福
祉
課
奥
） 

T
E
L
　

7
2
―

6
6
6
7（
直
通
） 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 
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各 種 相 談 日 程  

 
 
 

休日当番医 
月　日 
３月20日
３月22日
３月29日
４月５日
４月12日
４月19日
４月26日
４月29日

金 
日 
日 
日 
日 
日 
日 
水 

曜日 歯科医院 
いいざわ歯科医院 
小谷歯科医院 
たけうち歯科医院 
金子歯科医院 
橘歯科医院 
平林歯科医院 
いとう歯科医院 
横澤歯科医院 

大町市内（内科・小児科） 大北一円（外科） 
石曽根医院 
大町総合病院 
安曇総合病院 

狩谷整形外科医院 
みどりクリニック 

栗林医院 
西森整形外科 
石曽根医院 

松林医院 
加藤診療所 

菊地クリニック 
小野医院 
平林医院 

横澤内科医院 
伊東医院 

柿下クリニック 

白馬診療所 
しんたにクリニック 
小谷村診療所 

公済堂（北沢）医院 
しんたにクリニック 

横沢医院 
栗田医院 

公済堂（北沢）医院 

白馬村・小谷村 

○スキー傷害診療 
開設期間：平成20年12月20日～平成21年４月12日
開　設　日：土・日・祝日
受付時間：13：00～17：00 
診療場所：しんたにクリニック
※スキー傷害を対象としていますので、一般内科診療はご遠慮ください。

自由利用 ９：30～12：00、13：30～16：00

13：30～16：00

毎週月曜日 
毎週火・水・木曜日 

毎週火曜日 
毎週水曜日 
毎週木曜日 

１歳児の広場 
０歳児の広場 
２・３歳児の広場 

子育て支援ルーム 

毎週月曜日 育児相談 

９：30～12：00

９：30～12：00
※２ヵ月育児相談実施日はお休みします 

○お別れ会　日時：３月19日（木）　11時から　場所：子育て支援ルーム

3月～4月保健ガイド  

無料法律相談 
不動産や裁判・相続など、法律に関する相談に長野県弁護士会の弁護士が応じます。 
秘密は守られますので、お気軽にお出かけください。 

５月19日（火） 13：00～15：00

時　間 開設日 

ふれあいセンター２階福祉相談室 

場　所 連絡先 
白馬村社会福祉協議会 

TEL　72―7230

心配ごと相談 
「どこでも・気軽に・利用しやすい相談所」を協力し合って開設していますのでご利用ください。 
秘密は固くお守りいたします。    

13：00～15：00

時　間 開設日 

ふれあいセンター２階福祉相談室 

場　所 連絡先 
白馬村社会福祉協議会 

TEL　72―7230
３月17日（火）
４月21日（火）

健 診 等  

３月19日（木）
３月23日（月）
３月27日（金）
４月17日（金）
４月23日（木） 
４月27日（月）

１歳半健診
２ヵ月育児相談
赤ちゃん健診

赤ちゃん健診（後期）
赤ちゃん健診（前期） 
２ヵ月育児相談

13：00～13：15

９：45～10：00

９：15～９：30

９：15～９：30

９：15～９：30

９：45～10：00

月　日 事業名 受付時間 対象になるお子さん 

場所：ふれあいセンター 

Ｈ19年８月～Ｈ19年９月生
Ｈ21年１月生
Ｈ20年５月生およびＨ20年11月生
Ｈ20年６月生
Ｈ20年12月生 
Ｈ21年２月生

※３月24日（火）の赤ちゃん健診は３月27日（金）に変更となりました。 
※赤ちゃんマッサージの日程についてはホームページをご覧ください。 
　http://gyosei.vill.hakuba.nagano.jp/life_stage/born/baby_massage.html

予防接種 

４月８日（水）
４月10日（金）
４月15日（水）

４月24日（金）

三種混合
麻しん風しん
ＢＣＧ 

麻しん風しん 

13：15～14：15

13：15～14：15

13：15～14：15

13：15～14：15

月　日 事業名 受付時間 対象になるお子さん 

場所：ふれあいセンター 

Ｈ20年８月～12月生
２期Ｈ15年４月２日生～11月生
Ｈ20年11月～Ｈ21年１月生
１期Ｈ20年１月29日生～４月24日生
２期Ｈ15年12月生～Ｈ16年４月１日生
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館長　太田敏彦 

Tel.0261―72―5000 
Fax.0261―72―7001

白 馬 村 公 民 館 

2009.3.16

　初心者を対象に木

工教室を開講します。

道具の使い方から作

品制作まで楽しく始

めてみませんか？ 

  「白馬スタイルのナチュ

ラルなガーデン作り」を

テーマに植物の喜ぶ土

づくり、季節ごとのメンテ

ナンスや雪国のガーデニ

ングプランニングなどを毎

回体験しながらレッスンし

ます。土いじりが初めて

の方でも大歓迎です。 

　一言に折り紙といって

も実に奧が深いものです。

楽しく折り紙をしてみま

せんか。 

　家族においしいご飯を作ってみませんか？　おい

しい食卓は、家族を元気にします。男性も是非ご参

加ください。その月ごとに、旬な食材を使用し料理

実習を行います。 

　土作りから、基本

に返って勉強してみ

ましょう。夏・秋野

菜を現地をみながら

勉強します。 
　ご家庭でもできるイタリアン＆

デザートを一緒に作ってみませんか？ 

（初めての方対象） 

　白馬の山野草等を色鉛筆で描い

てみませんか？ 

　文化振興団体の活動見学・体験会・
平成21年度ふれあい教室体験会
白馬村で活動をしている「文化振興
団体」の活動を見学したり、体験を
してみませんか？
　また、当日の午後１時からは平成
21年度のふれあい教室の体験会も行
います。また、体験会場で申込みの
受付もしますので、是非お越しください。

日　時　平成21年４月19日（日）午前
９時～午後４時（ふれあい
教室体験会・受付は午後１
時から午後４時まで）

場　所　ウイング21

その他　当日参加の文化振興団体は
４月中旬に白馬村行政HP
とチラシにて周知させてい
ただきます。

平
成
21
年
度
白
馬
村
公
民
館 

ふ
れ
あ
い
教
室
の
お
知
ら
せ 

　
白
馬
村
公
民
館
で
は
5
月
か
ら
以
下
の
7
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
是
非
ご
自
分
の
見
識
や
友
達

の
輪
を
広
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

□日程などの詳細は４月中旬に白馬村行政HPとチラシにて周知させていただきます。 

□申込期間　４月19日（日）～５月９日（金） 

□お申込みは直接白馬村役場内「白馬村公民館」までお越し下さい。（複数申込み可）※土・日・祝日は受付できません。

　ただし、19日（日）はウイング21で開催されます「体験会」会場で受付を行います。（午後１時から午後４時まで） 

　申し込みは先着順とし、定員に達し次第受付を終了します。 

NEW

NEW

NEW
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４月22日（水）　講　　演：動植物100年の移り変わり
講　　師：長沢武氏（山村民俗会員）
時　　間：9：30～11：30
場　　所：ふれあいセンター２階学習室

５月15日（金）　講　　演：山菜を楽しむ
講　　師：長沢武氏（山村民俗会員）
時　　間：午後1：30～3：30
場　　所：ふれあいセンター２階学習室

６月17日（水）　基調講演と対談：北アルプス白馬岳の歴史
講　　師：菊地俊朗氏（元信濃毎日新聞社）
対　　談：松沢貞一氏（㈱白馬館代表取締役）
時　　間：9：30～11：30
場　　所：白馬町「白馬館」

７月30日（木）　講　　演：メディアの移り変わりから
　　　　　～新聞の視覚化とテレビ報道の映像～
講　　師：金子靖夫氏（元NHK報道局）
時　　間：午後6：30～8：30　※夜の講座
場　　所：ふれあいセンター２階学習室

８月19日（水）　現地見学：白馬村施設めぐり
講　　師：白馬村職員
時　　間：午後1：00～4：30・集合役場駐車場
場　　所：白馬村内：申し込み先着45名　

９月10日（水）　座 談 会：白馬の農業と林業（完）
コーディネーター：郷津利明氏
時　　間：9：00～11：00（開講が30分早い）
場　　所：古民家「庄屋丸八」（新田） 

10月20日（火）　現　　地：白馬の民話
コーディネーター：吉沢久子氏
時　　間：午後1：00～4：00：集合役場駐車場
場　　所：村内各地：申し込み先着45名

11月25日（水）　座 談 会：白馬の里から響く音の世界
コーディネーター：扇田孝之氏（地域社会研究家）
パネラー：富田勝司氏「アルプホルン」 
　　　　　 平林孝三氏「尺八」 
　　　　　 横澤功氏「オカリナ」
時　　間：午後6：30～8：30　※夜の講座
場　　所：ふれあいセンター２階学習室

12月６日（日）　講　　演：白馬村の歴史と文化（完）
　　　　　　　　　　　　「明治から現代」

講　　師：田中欣一氏（民俗・日本思想史家） 
時　　間：9：30～11：30
場　　所：ふれあいセンター２階学習室

１月20日（水）　講　　演：シルクロード自転車の旅（完）
講　　師：谷上邦彦氏
時　　間：午後6：30～8：30　※夜の講座
場　　所：ふれあいセンター２階学習室

２月６日（土）　講　　演：美しき晩年
　　　　　～明日を生きるために～
講　　師：田中欣一氏（民俗・日本思想史家）
時　　間：午後6：30～8：30　※夜の講座
場　　所：ふれあいセンター２階学習室

３月３日（水）　白馬塾最終回：白馬塾「ワークショップ」
時　　間： 9：30～12：00
場　　所：ふれあいセンター２階学習室

２月８日（日）にウイング21で
座談会スキー村白馬（長野冬
季オリンピック）を開催しました。 
長野オリンピック当時、選手と
して活躍されていた荻原健司さ
んを始め、招致活動から大会
運営に活躍された方々をお招
きし、当時の思い出や裏話を
語っていただきました。 

白馬塾講座報告 

２月24日から25日にか
けて、姉妹都市の河津
町で「河津桜と文化め
ぐり」を開催しました。
今年は例年になく、開
花時期が早く、見頃は
過ぎておりましたが、
大変多くの観光バスで
賑わっていました。

河津桜と文化めぐりに行きました 

白馬里山道中  
　白馬村の西山は、日本有数の美しさを誇る山岳北ア
ルプス連峰、朝夕に眺めても何時果て飽きることがあ
りません。この眺めを里から見ながら村民参加のトレ
ッキングと考えて、自分の足で歩きながら白馬村の里
山文化と昔を偲び歴史に触れる「白馬里山道中」を開
催します。 

４月24日（金）　柄山峠越え（中級以上） 
鬼無里と四ケ庄を結ぶ山道で12㎞の峠越え 

　　　　　　　（野平→柄山峠→鬼無里） 
６月12日（金）　塩の道をもう一度「神城編」 
９月11日（金）　塩の道をもう一度「北城編」 
10月16日（金）　善光寺さんと善光寺平 

※それぞれ定員27名　　参加料：1，000円　　ご案内役：田中元二氏
　講座の詳細は４月上旬に白馬村行政HPとチラシにてお知らせさせていただきます。※内容等は予告なく変更することがあります。
＊お問い合わせ：白馬村公民館　TEL　72―5000

白馬塾に参加してみませんか？ 

※講座の詳細は４月上旬に白馬村行政HPとチラシにてお知らせさせていただきます。※内容等は予告なく変更することがあります。 
＊お問い合わせ：白馬村公民館　TEL　72―5000

平成21年度４月～３月の講座予定　受講料：各講座５００円 

公民館の生涯学習公開講座「白馬塾」を以

下の日程で開催します。どなたでも参加で

きます。奮ってご参加ください。 
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男女共同参画社会づくり～ちっちゃなことから始めよう～ 

男女共同参画についてのご意見等をお寄せ下さい。ご相談もお聴きします。お問い合わせは・・白馬村役場総務課：男女共同参画係　1 72―5000（内線120番） 

男女共同参画社会とは・・男女が性別により差別されたり、固定的な役割が強制されたりすることなく、 
一人ひとりの個性と能力が十分活かされた誰もが住みやすい社会です。 

白馬村男女共同参画社会づくり事業推進協議会委員を募集します 

　
「
村
人
の
ひ
ろ
ば
」
は
、
こ

の
読
者
で
あ
る
皆
さ
ん
の
ペ
ー

ジ
で
す
。
日
頃
感
じ
て
い
る
こ

と
や
、
聞
い
て
も
ら
い
た
い
こ

と
等
、
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。 

　
な
お
、
原
則
と
し
て
誹
謗
中

傷
等
は
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

ま
た
、
筆
者
の
匿
名
は
認
め
ま

せ
ん
。 

 

■
原
稿
の
受
付
・
お
問
い
合
わ
せ 

　
白
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村
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　この「白馬村男女共同参画社会づくり事業推進協議会」
とは、男女共同参画社会の実現及び発展に向け、平成20

年４月に策定した白馬村男女共同参画社会づくり計画に
基づき、村民の皆様に啓発活動をしております。
　今回の白馬村男女共同参画社会づくり事業推進協議会
には、「白馬村審議会等の委員公募要領」に基づき、新
たに委員を募集し、さらに啓発活動に力を入れていきた
いと思っておりますので、村民の皆さんからの応募をお
待ちしております。
 
募集の概要 
募集人数　若干名
任　　期　任命の日から２年間（概ね平成23年３月末日

まで）
開催回数　会議・研修会　年５回程度

（場合によっては若干回数が増えることも承
知してください）

報酬費等　無償
そ の 他　会議・研修会は平日。

会議は１回概ね１時間程度、研修会は１回概
ね２時間程度。

 
応募要領 
応募資格　次の①から④の、いずれの要件にも該当する方

①白馬村に住民登録している20歳以上（平成
21年１月１日現在）の方
②他の審議会等の公募による委員に選任され
ていない方
③行政区に加入しているなど、地域活動に積
極的に参加している方
④男女共同参画に関心を持ち、啓発活動や今
後の施策について、ご意見をお持ちの方

 
応募方法 
　次の書類を白馬村役場総務課に持参、郵送、FAX又はe
―mailにより提出して下さい。 
　□応募申込書（必要事項を記入して下さい。） 

テーマ 
「あなたが考える男女共同参画社会とは」 
を応募申込書に必ず記入して下さい。 
 
受付期間 
平成21年２月23日（月）～３月27日（金） 
郵送する場合　３月27日までの消印のあるものに限り受

付します。 
持参する場合　期間中の受付は、午前８時30分～午後５

時30分です。 
なお、土・日曜日及び祝日は閉庁のため、
受付できません。 
３月27日（金）午後５時30分までに送信願
います。

 
応募申込書の入手方法 
○白馬村役場　総務課で入手できます。 
○白馬村行政公式ホームページ内の「行政計画」→「白
馬村男女共同参画社会づくり計画」で、応募申込書様
式をダウンロードできます。 

 
選考方法 
　提出された「応募申込書」により選考を行います。な
お、応募者多数の場合には、白馬村審議会等の委員公募
要綱第７条の規定に基づき、選考委員会により選考します。 
 
選考結果の通知 
　平成21年４月上旬（予定）に、郵送により本人に通知
いたします。 
 
その他 
　応募の際ご記入いただいた個人情報は、この委員の選
考以外には使用しません。 
　応募申込書は選考結果にかかわらず返却しませんので
ご承知下さい。 
 
＊お問い合わせ　総務課　男女共同参画係 

FAX・e―mailで 
提出する場合 

応募をおまち 
しています 
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平成21年３月 

図書館の 
おやすみ 

図書館の 
開館時間 

      

午
前
　
９
時
〜
12
時
 

昼
　
１
時
間
閉
館
 

白馬村図書館 
TEL（72）―5200

・
月
曜
日
　
祝
日
 

・
毎
　
月
　
最
終
金
曜
日
（
館
内
整
理
休
館
日
）
 

　
　
　
　
　
↓
祝
日
と
重
な
る
場
合
、
休
館
日
が
変
更
と
な
り
ま
す
。
 

・
そ
の
他
　
や
む
を
得
ず
臨
時
休
館
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

午
後
　
1
時
〜
６
時
 

No.88

「
ロ
ー
マ
人
の
物
語
」
シ
リ
ー
ズ
全
15
巻
の
衝
撃

的
な
そ
の
後
。
秩
序
な
き
地
中
海
を
支
配
し
た

の
は
「
イ
ス
ラ
ム
の
海
賊
」
だ
っ
た
！
 

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
モ
ー
グ
ル
総
合
優
勝
の
理
由
は
、

「
基
本
に
か
え
っ
た
こ
と
。」
ス
ト
レ
ッ
チ
＆
体

幹
ト
レ
で
カ
ラ
ダ
す
っ
き
り
！
簡
単
な
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
術
で
カ
ラ
ダ
は
生
ま
れ
変
わ
る
。 

世
界
に
は
68
億
人
の
人
が
い
ま
す
。
そ
れ
を
100
人
の

村
だ
っ
た
ら
と
考
え
る
と
、
13
人
は
携
帯
電
話
を
持
ち
、

17
人
は
家
に
固
定
電
話
が
あ
り
、18
人
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
っ
て
い
る
。
な
ど
な
ど
、
リ
ア
ル
な
全
面
改
訂
版
。 

 

人
生
い
た
る
所
に
ド
ラ
マ
あ
り
。
特
別
な
一
日

の
普
通
の
出
来
事
、
日
常
の
生
活
に
起
こ
る
特

別
な
事
件
。
６
編
の
短
篇
小
説
集
。 

「
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
」
の
ウ
ィ
ー
ズ
リ
ー
一
家

な
ど
、
魔
法
族
の
家
庭
で
は
幼
い
と
き
に
必
ず

読
み
聞
か
せ
ら
れ
る
と
い
う
魔
法
界
の
童
話
。

全
５
篇
。 

おはなしの会 
毎月　第２土曜日 

午前　10：30～ 
白馬村図書館 

児童ルームにて 

開催中です 。 

一般書 一般書 

一般書 一般書 

ス
キ
ー
が
う
ま
く
な
る
 

カ
ラ
ダ
の
つ
く
り
方
 

百
姓
馬
吉
 

―
馬
と
と
も
に
生
き
た
、
 

　
戦
時
下
農
村
少
年
の
青
春
記
―
 

ポ
ケ
モ
ン
を
さ
が
せ
！
 

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
　
パ
ー
ル
 

児童書 

塩野七生
分類　230シ　

山岸豊吉 
分類　Ｆヤ 

Ｊ. Ｋ. ローリング 
分類　933ロ 

 

分類　304セ 

上村愛子 
分類　784ウ 

　浅田次郎 
分類　Ｆア 

 
分類　Ｅア 

な
ぜ
、
馬
吉
少
年
は
満
州
に
流
刑
さ
れ
た
の
か
？

信
州
伊
那
谷
の
農
家
に
生
ま
れ
、
馬
の
仕
込
み

で
天
才
と
い
わ
れ
た
少
年
の
波
瀾
万
丈
の
物
語
。 

も
ん
だ
い
を
　
よ
く
よ
ん
で
、 

ポ
ケ
モ
ン
を
さ
が
し
て
ネ
。 

「
ポ
ケ
モ
ン
ず
か
ん
」
つ
き
絵
本
。 

吟
遊
詩
人
ビ
ー
ド
ル
の
物
語
 

一般書 

絵　本 

ロ
ー
マ
亡
き
後
の
 

地
中
海
世
界
　
上
巻
 

  

夕
映
え
天
使
 

世
界
が
も
し
100
人
の
 

村
だ
っ
た
ら
　
完
結
編
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発
行
・
白
馬
村
役
場
　
〒
399
―

9393
　
長
野
県
北
安
曇
郡
白
馬
村
大
字
北
城
7
0
2
5
　
　
編
集
・
広
報
編
集
委
員
会 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　h

ttp
://gyosei.v

ill.h
ak
u
b
a.n
ag
an
o.jp

　
T
E
L
　

0
2
6
1
―

7
2
―

5
0
0
0
　
印
刷
　
蔦
友
印
刷
株
式
会
社 

 

広報 

人口：9,201人（前月比－4人）男4,591人　女4,610人　3,602世帯 

（平成21年３月１日　現在） 

姉妹都市コーナー  

静岡県
 河 津 町  

　「大噴湯」は、大正15年11月22日に産声を上げ、
以来80年余り噴き上げ続けています。自噴泉に
よる噴き上げは全国的にも珍しく、「東洋一の
大噴湯」と呼ばれています。 
　この温泉を中心に「峰温泉大噴湯公園」が整
備され、２月１日にオープンしました。９時30
分から15時30分まで１時間おきに７回、地上
30mまで噴き上げる噴湯を見ることができます。
園内には地場野菜やお土産を販売する物販棟、
大噴湯の源泉を利用した足湯や温熱ベンチなど
が設置されており、中でも自分で卵を源泉に浸
して作る「大噴湯卵」は大好評です。 

和歌山
県 太 地 町  

　平成21年３月２日（月）に太地町幼稚園園

庭にて幼稚園・保育所合同の火災避難訓練

が行われました。 

　児童全員による火災避難訓練、保育士に

よる消火器取り扱い訓練と進み、最後に５

歳児たちによる消防車見学と放水体験が行

われました。防火服に身を包み放水体験を

した児童たちは勇ましい消防士気分を味わい、

保育士と共に火災に対する心構えを新たに

しました。 

3
2009
Vol.390

太地町幼稚園・保育所 
合同火災避難訓練 

河津町に新たなシンボルが 
誕生しました 

編 集 後 記 

　電話や電子メールはもちろん、写真や動画の撮影・再生、ゲーム、音楽再生、インターネットの閲覧、テレビ
視聴、ネットショッピング、コンビニやスーパーで使える電子マネー、GPSを用いたナビゲーション、そして村
や県への電子申請など…、これらは全て携帯電話が1台あればできてしまいます。 
　それだけを考えれば「便利な社会になったなぁ」でよいのですが、利便性の代償として弊害も多く発生しています。 
　まず、電話機本体には何十件、何百件という個人情報が保存されているため、紛失等により漏洩や犯罪に悪用
されるといった危険性があります。 
　そして、先頃文部科学省の通達が話題に上ったように、子どもの使用については、身を守るために持たせてい
るはずが、逆にネット上でのいじめや犯罪の被害に遭うケースも多く、また、授業中の使用も目立つなど、大き
な課題となっています。持つ・持たないのそもそも論から、料金や内容を含めた利用のルールまで、保護者も学
校側も頭を悩ませている現状です。 
　「卒業・入学を機に」というご家庭も多いかと思いますが、便利な機能が増えるほど誘惑や危険も大きくなる携
帯電話。お子さんの使用法について検討するとともに、子どもだけでなく大人である私たちもマナーやルールを
守り「便利なツール」として節度ある利用を心がけたいですね。 

4月納期の税金・保険料 
期　別 税　目 納期限 

3月納期の税金・保険料 
期　別 税　目 納期限 

３月・４月納期の税金・保険料は上記の通りです。納期限に遅れないように納めましょう。
口座振替にされている方は、３月23日・４月27日に振り替えとなりますので、前日までに残高の確認をお願いします。 

第10期 

第８期 

国民健康保険税 

後期高齢者医療保険料 27日 23日 第１期 固 定 資 産 税  


